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当時の職業紹介所全景▶

▲職業紹介所は日ノ出下町、現在の駅前南通り中央 1丁目1街区、▲職業紹介所は日ノ出下町、現在の駅前南通り中央 1丁目1街区、
　ハピリンの建物の南側部分に市の社会事業の拠点施設として建設された。　ハピリンの建物の南側部分に市の社会事業の拠点施設として建設された。

福井商工会議所では、そばとバール（酒場）を組み合わせた SOBARプロジェクト を展開しています。
本コーナーではSOBAR参加店舗から 店主おすすめの逸品そば をご紹介します。

けんぞう蕎麦

レのある大根おろしが持ち味のけんぞう蕎麦。こ
の個性あるそばを求めて店頭には行列ができる。

北海道産と福井県産のそば粉をブレンドした細めのそ
ばはのど越しがよく、瑞々しい大根おろしが後味を爽や
かに仕上げる。そばメニューは2品のみ。いずれも大根お
ろしを使ったシンプルな一皿でそば本来の風味が際立
つ。蕎麦好きが高じて開業した同店の情熱は商品開発に
も注がれ、そばのからあげやそば茶プリンなどの人気メ
ニューも誕生。そばの奥深い世界を多彩に楽しめる。

税込2,360円

税込2,850円

◉おろしそば 並盛 　税込770円
◉けなるいプリン（そば茶プリン+ソフトクリーム） 　税込490円

けんぞうそば、
黒龍 大吟醸 150ml、
大根のりんご酢漬け

そば処 みの吉

Instagramはこちら

住　　所：吉田郡永平寺町松岡春日3-26
電話番号：0776-61-1481
定 休 日：月曜
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◉おろしそばセット　税込1,150円

お店情報（ふーぽ）はこちら

住　　所：坂井市三国町新保 42-3-1-7
電話番号：0776-82-1668
定 休 日：木曜

国の静かな住宅街に佇む「みの吉」は地元の風情が漂う
そば処。毎日手打ちされる十割そばは平打ち麺で、辛め

のおろし汁がそばの香りと風味をいっそう引き立てる。ツンと
した辛みの後はまろやかな味わいのソースかつを。甘めのたれ
で仕上げたカツは脂身が少なく、軽やかな食べ心地だ。もう少
し食べたいという方にはそばが1.5玉の大きなセットがおすす
め。創業から30年、気取らず通える“まちのそば屋”という原点
を家族で受け継いできた。あわらの道の駅「きららの丘」にも姉
妹店を構え、変わらぬ味と温かさを伝え続けていく。

三

極味膳（おろしそば大盛・ミ
ニソースカツ丼）、梵・純粋 
純米大吟醸 300ml、にしん
甘露煮

ソバール
メニュー!

　

時
代
劇
に
も
登
場
す
る
「
口く
ち
い
れ入
屋や

」
は
、

奉ほ
う
こ
う
に
ん

公
人
な
ど
を
仲
介
す
る
職
業
で
、
江
戸
時

代
に
発
達
し
た
。
明
治
に
入
っ
て
も
手
数
料

を
得
て
仲
介
を
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
中
期

以
降
、
各
府
県
の
営
業
許
可
が
必
要
と
な
る

な
ど
、
次
第
に
規
制
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
戦
後
恐
慌
に
よ
っ

て
企
業
倒
産
や
失
業
が
急
増
し
、
労
働
市
場

の
混
乱
が
深
刻
化
し
た
。国
際
労
働
機
関（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）
が
無
料
の
公
営
職
業
紹
介
所
の
設
置

を
加
盟
国
に
義
務
付
け
た
た
め
、
日
本
で
も

そ
の
整
備
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大

正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
７
月
に
「
職
業
紹

介
法
」
が
施
行
さ
れ
、
職
業
紹
介
は
原
則
無

料
と
な
り
、
そ
の
経
費
は
市
町
村
が
負
担
す

る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
。

　

福
井
県
で
は
、
法
の
施
行
以
前
、
大
正
９

年
に
県
警
察
部
が
相
談
紹
介
部
を
設
置
し
、

僧
侶
を
中
心
と
す
る
社
会
事
業
団
体
も
「
福

井
職
業
紹
介
所
」
を
開
設
・
運
営
し
て
い
た
。

し
か
し
、
職
業
紹
介
法
の
施
行
後
は
、
県
警

察
部
の
相
談
紹
介
部
は
閉
鎖
さ
れ
、
社
会
事

業
研
究
会
の
紹
介
所
も
認
可
を
受
け
継
続
し

た
も
の
の
、
や
が
て
閉
鎖
に
至
っ
た
。

　

代
わ
っ
て
市
の
職
業
紹
介
所
が
こ
れ
ら
の

業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
市
は
所
長

に
元
陸
軍
大
尉
で
福
井
県
労
働
同
志
会
顧
問

の
清き
よ

田た

栄え
い

治じ

を
任
命
し
た
。
紹
介
所
は
福
井

駅
近
く
の
南
通
り
（
日ひ
の
で
し
も
ち
ょ
う

ノ
出
下
町
）
に
、
建

設
費
５
︐０
０
０
円
を
投
じ
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
３
階
建
で
大
正
11
年
11
月
に
完
成

し
、
翌
年
１
月
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。
清
田

所
長
の
構
想
を
反
映
し
、
市
の
社
会
事
業
拠

点
と
し
て
、
１
階
は
民
間
に
委
託
さ
れ
て
、

市
指
定
の
種
類
・
品
質
・
価
格
で
廉
価
な
食

事
（
朝
食
・
昼
食
・
夕
食
の
他
麺
類
な
ど
）

を
提
供
す
る
公
衆
食
堂
が
設
け
ら
れ
た
。
２

階
は
事
務
所
、
３
階
は
三
畳
間
六
室
・
四
畳

間
１
室
（
計
14
名
収
容
可
能
）
の
共
同
宿
泊

所
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
福
井
市
弁
護
士
会

の
推
薦
に
よ
る
２
名
の
弁
護
士
が
担
当
す
る

無
料
法
律
相
談
所
も
併
設
さ
れ
た
。

　

紹
介
所
業
務
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
は
厚

く
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）
６
月
、
清

田
所
長
は
県
外
出
身
者
と
し
て
初
め
て
助
役

に
選
出
さ
れ
た
。
選
出
後
も
し
ば
ら
く
所
長

を
兼
務
し
た
が
、
そ
の
後
、
二
代
目
所
長
松ま
つ

下し
た
か
く格
太た

郎ろ
う

に
職
を
譲
っ
た
。
松
下
は
清
田
の

方
針
を
引
き
継
ぎ
、
昭
和
８
年
に
は
、
同
じ

南
通
り
で
紹
介
所
の
向
か
い
の
位
置
に
公
衆

食
堂
部
門
を
移
転
し
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に

授じ
ゅ
さ
ん
じ
ょ
う

産
場
を
設
置
し
た
。
授
産
場
は
、
織
物
工

場
な
ど
で
就
業
が
困
難
な
女
性
を
対
象
に
、

ミ
シ
ン
・
編
み
物
・
刺
繍
な
ど
に
よ
っ
て
自

立
を
促
す
事
業
で
あ
っ
た
。

　

職
業
紹
介
所
は
昭
和
13
年
に
国
営
化
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
戦
時
下
に
は
国
民
を
労
働
力

と
し
て
強
制
的
に
配
置
・
管
理
す
る
機
関
へ

と
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
松
下
は
そ

の
後
も
戦
時
中
の
労
務
行
政
、
さ
ら
に
戦
後

の
労
政
業
務
に
従
事
し
た
。
退
任
後
は
、
放

送
業
、
駅
前
開
発
、
金
融
事
業
な
ど
福
井
の

経
済
界
で
活
躍
し
た
。（
文
責　

奥
山
秀
範
）

昭和40年代、
南から北に向
かって写した
南通り、紹介
所は右奥、片
山薬局の看板
の場所にあっ
た。

▶︎

◀再開発がす
すむ南通り、
移転した公
衆食堂は写
真右側の位
置にあった。


